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フィクションの言語
――人称体系を中心に















































































































































































































































































































































































































とあります。昔の日本小学唱歌「汽車 ポッポ」も、「スピード スピード 窓の外 / 畑
も とぶとぶ 家もとぶ」と歌いました。
小説は場面を観察して終わるのではなく、場面のなかに入り込み、作中人物と心の動
きを分かち合います。実に小説の第一の楽しみです。
☆ ☆ ☆
さていよいよ本日のハイライト、わが『源氏物語』であります。私は次の引用が世界
文学最高のラブシーンだと思っています。そう思う気持ちを皆さんに伝えることができ
れば嬉しいです。
主要人物の配置は次のとおり。「桐壺の帝」がいます。帝の実子で、次男坊というべき
か、しかし皇籍を離れて民間人になった、この物語の主人公がいます。そのような身分
を「源氏」と呼び、固有名が「光」ですから「光源氏」。光源氏は「藤壷の宮」に恋い焦
がれています。その藤壷は帝の妻、つまり王妃であります。なお光源氏の実母はすでに
他界しています。一部に現代語訳を添えて引用します。このとき光源氏は 18歳、藤壷
の宮は数歳年上。
藤壷の宮、なやみたまふことありて（体調を崩して）、まかでたまへり（宮廷から実
家にお戻りになった）。上の（桐壺の帝が）、おぼつかながり（御心配なさって）嘆ききこ
えたまふ御けしきも、いといとほしう（光源氏は帝のご様子をおいたわしいと）見たて
まつりながら、かかるをりだにと、心もあくがれまどひて（気もそぞろに）、何処（い
ずく）にも何処にも、まうでたまはず（光源氏はあちこちに愛人がいます）、内裏（うち）
にても里にても（宮廷で勤務中も、自宅に帰っても）、昼はつれづれとながめ（物思いに
耽って）暮らして、暮るれば、王命婦（おうみょうぶ。藤壷の侍女）を責めありきたま
ふ（つきまとって、藤壷に逢えるようにしてくれとお頼みになる）。（その王命婦が）いか
がたばかりけむ（策を弄したのであろうか）、いとわりなくて（無理をして）見たてまつ
るほどさへ（お逢いになるその間さえ）、うつつとは（これが現実のことだとは）おぼえ
ぬぞ、わびしきや。
（61）
（紫式部『源氏物語』、「若紫」、新潮日本古典集成、1,212頁）
敬語がたくさん用いられていることにまず注目しましょう。藤壷は「なやみたまふ」、
帝は「嘆ききこえたまふ」、光源氏は「あくがれたまふ」、等々。これは『源氏物語』の
語り方の特徴によるものであって、語り手は帝や光源氏や藤壷たちに使える侍女（女房）
であり、日頃身近に接している主人の行状を物語ります。したがって物語の対象になる
光源氏などは三人称存在であり、語り手女房「わたし」はこれを敬って敬語を用いると
いうわけです。
ところが引用テクスト中ただ一箇所だけ敬語がない文言がある。最後の傍線個所で
す。もし前に引き続いて光源氏に敬語をつけるとするなら、「うつつとはおぼえたまは
ぬ」となるべきでしょうが、そうはなっていない。なおその前の「見たてまつる」は、
いまや眼前の藤壷に向けた光源氏の側からの敬語表現であって、すでにこの時点で光源
氏その人からは敬語が外されています。
とはすなわち、光源氏はこれまでの三人称存在そのままだとは言い難い。まるで語り
手女房を押し退けてみずから言葉を発しているようだ。あるいは語り手女房が作中人物
光源氏になりきって（人物に「なりきる」という表現はこれまで何度もでてきましたね）、
「彼」の思いを「わたし」の胸の中で養っている。
現実生活の言語の制約（人称体系のルール）をすっかり乗り越えています。と同時に、
いわゆる内容面においても、現実生活の言葉でもってはなかなか言い表しがたいことを
鮮やかに表現しています。光源氏は無理に無理を重ね、父帝を裏切ってまで、長年の憧
れの的である藤壷に逢うことができました。とても現実のこととは思えない。しかしも
しこれが現実でないのなら、自分の人生はいったい何なのだろう。とはいえこの現実の
一瞬を、生活の中で持続させることはやはりできない。恋が無限なるものへの憧れを人
の心に抱かせること、その人間が有限の存在にほかならない悲しさ、ここには恋愛のす
べてが語り尽くされているのではないでしょうか。
主人と召使い、「彼」と「わたし」の身分的・文法的較差を乗り越えて、人間の魂が声
を発しています。現実生活の言語ではなかなかかなわぬことです。紫式部の才能は、現
実生活の言語の諸制約を振り切った、フィクションの言語のなかでこそ花開いたのであ
りました。言語でもってはなかなか表しがたい心の中を、あえて言語を用いて形にする。
私はそれを「文学」と呼ぶことにしています。
ご清聴、有り難うございました。
（62）
